
 

 

 

 

 

 

 

 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成２１年６月以降の取組を中心に）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

建学の精神（昭和 24 年 5 月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

理念５原則（平成 7 年 10 月） 

１．平和を希求する精神 

２．新たなる知の創造 

３．豊かな人間性を培う教育 

４．地域社会・国際社会との共存 

５．絶えざる自己変革 
 

学長室 学長支援グループ 

平成 22 年 6 月 作成 



◎ 大学の改革に向けての取組 

☆ アクションプラン 2008（平成 20 年 6 月）に沿った取組の推進 

☆ 広島大学の長期ビジョン ―10 年から 15 年後の広島大学像― の策定（平成 21 年 6 月） 

○ 本学が目指すべき方向：ナショナル＆リージョナルセンターとしての総合研究大学 

1. 理念 5 原則の再確認と具体的展開 

2. 大学としての機能別分化と個性化 

3. 教育と研究の高度化 

4. 教育組織と研究組織の再編による柔軟な教育研究体制の構築 

5. 革新的な大学の運営 

☆ 第二期中期目標・中期計画を策定。重点事項に絞って 66 計画を設定 

 

◎ 教育に関する取組 
☆ 広島大学学生情報の森「もみじ」が始動（平成 21 年 7 月） 

☆ 経済不況により就学困難となった学生に対する緊急経済支援を実施（平成 21 年 9 月） 

☆ 首都圏エリアへの就職を希望する学生を対象に「就職支援バスツアー」を開催（平成 22 年 1 月） 

☆ 新カリキュラムの構築を踏まえた教養教育の充実に向け，教養教育本部を設置（平成 22 年 4 月） 

☆ 大学院教育の質向上及び産業界等からの期待に応えることを目的に工学研究科を改組（平成 22 年 4 月） 

☆ 新たな学生交流の場として「学生プラザ」棟を設置（平成 22 年 4 月） 

☆ 東広島キャンパスに留学生専用の宿舎(8 階建て 100 戸)を新設（平成 22 年 4 月） 

☆ 中央図書館に新しいかたちの学習スペースであるラーニングコモンズ（仮称）を整備（平成 22 年 4 月） 

☆ 広島大学の「ものづくり拠点」となる「フェニックス工房」を設置（平成 22 年 4 月） 

☆ 学生に学内での就業機会を提供し経済的支援を図る「フェニックス・アシスタント制度」を導入 

（平成 22 年 4 月） 

☆ 学生の傷害補償のため，新入生全員を大学負担により傷害保険に加入（平成 22 年 4 月） 

☆ 競争的資金の獲得 

・大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム：平成 21 年度  1 件採択 

・大学教育・学生支援推進事業【テーマA】大学教育推進プログラム：平成 21 年度  1 件採択 

 

◎ 研究に関する取組 

☆ 原爆放射線医科学研究所と放射光科学研究センターが文部科学大臣により共同利用・共同研究拠点に認定 

（平成 21 年 6 月） 

☆ 競争的資金の公募情報を収集・分析し採択増を目指す「競争的資金獲得戦略室」を設置（平成 22 年 1 月）

☆ 学内共同教育研究施設として「現代インド研究センター」を設置（平成 22 年 4 月） 

☆ 「広島大学における研究費等の不正使用防止計画（第二次行動計画）」を策定（平成 22 年 4 月） 

☆ すばる望遠鏡を用いて，爆発の観測から「軽い」超新星の存在を発見。科学誌「ネイチャー」に掲載 

   （平成 22 年 5 月） 

☆ 競争的資金の獲得 

・文部科学省 研究開発施設共用等促進費補助金（先端研究施設共用促進事業）：平成 21 年度 1 件採択 

・(独)科学技術振興機構 科学技術振興調整費 （女性研究者養成システム改革加速事業 外）： 平成 22

年度 2 件採択 

 



◎ 社会貢献・国際戦略に関する取組 

☆ 広島県との共催で「広島県留学フェア」を首都師範大学（中国）で開催（平成 21 年 6 月） 

☆ 新たな包括的研究協力，包括的連携協力の覚書締結（平成 21 年 9 月～） 

龍谷大学，ダイキョーニシカワ株式会社，福山大学 

☆ 新たな国際協力研究拠点の開設 

・「広島大学－上海師範大学文化教育共同研究センター」を開設（平成 21 年 12 月） 

・「広島大学ベトナムセンター」を開設（平成 22 年 2 月） 

☆ マツダ財団との連携事業「科学わくわくプロジェクト」が平成 22 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰

科学技術賞を受賞（平成 22 年 4 月） 

☆ 国際化推進組織の機能と役割を見直し，共同教育研究施設として国際センターを設置（平成 22 年 4 月） 

☆ 競争的資金の獲得 

・(独)科学技術振興機構  地域産学官共同研究拠点整備事業 ：平成 21 年度 1 件採択 

 

◎ 病院に関する取組 
☆ 広島大学病院診療棟の新営工事が着工（平成 22 年 2 月） 

☆ 地域医療体制の維持確保と地域医療に携わる医師の養成を図るため，広島県と寄附講座「地域医療シス

テム学講座」設置に関する協定を締結（平成 22 年 3 月） 

☆ カザフスタン共和国アスタナ医科大学と大学間協定を締結（平成 21 年 9 月） 

 

◎ 管理運営に関する取組 

☆ 管理運営体制の整備による円滑な大学運営 

・学生・教職員の優れたアイデアを大学運営に活かす「広島大学アイデア募集」を実施 

（平成 21 年 7 月） 

・構成員からの提案・提言を教育研究活動の質向上に活かす「学長オフィスアワー」を実施 

（平成 22 年 4 月） 

・効率的な人員配置等を可能とする人件費管理方式（職名ごとの平均人件費に基づいたポイント制）の 

導入（平成 22 年 4 月） 

☆ 就学・就業環境の整備・充実 

     ・全学統一 ID 基盤を整備し，学生証と職員証に IC カードを導入(平成 21 年 12 月） 

  ・広島大学におけるハラスメントの防止等に関するガイドラインを策定（平成 22 年 1 月） 

・大学教員の継続雇用制度として選択定年制を導入（平成 22 年 4 月） 

 ・マイクロソフト社との包括契約に基づき学生・教職員のソフトウェア無料利用開始（平成 22 年 5 月） 

☆ 広報活動の充実 

・本学の諸活動の可視化に務めるため，学長による定例記者会見を毎月 1 回程度実施(平成 21 年 12 月） 

・大学財政事情の理解を目的とし，学生を対象に「広島大学ファイナンスカフェ」を開催 

(平成 21 年 12 月） 

・本学の財政状況をわかりやすく伝えるため，保護者向けの財務レポートを作成（平成 22 年 5 月） 

☆ 広島大学校友会の活用 

・創立 60 周年記念事業（第 3 回広島大学ホームカミングデー）を開催（平成 21 年 11 月） 

・広島大学中国校友会の支部として「広島大学上海校友会」が発足（平成 21 年 12 月） 

・「広島大学ベトナム校友会」が発足，設立総会を開催（平成 22 年 2 月） 


